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Abstract
Effects of oscillation on the unsteady cavitating no、.,around a freely oscillating circular
cylnder、vere experimentally investigated at Reynolds numbers fronl 1 85×10S to 2 04×10S  A
high―speed video camera、vas used to take motion pictures of the cavity coniguration at l,000
frames/sec  These pictures、】、アere used to analyze the statistical features of the unsteady cavity
no、v  For some materials tested,the development of cavitation can be reduced considerably
Correlations betM/een the unsteady nO覇/pattern and the unsteady oscillation are discussed
Keυψοァtys i cavitating n。郡/,freely oscillating circular cylinder,high―speed video camera
1.緒 言
液流を扱う多岐にわたる分野において,機器
の安定作動と小型化に伴う高速化などの点から
キャビテーションに関する問題は,基本的に重
要 となっている(1)~10。しかし,最近のエネル
ギープラント関連機器および配管等の損傷,事
故などは従来では考えられなかった様々な因子
の複合的作用によってひき起こされている。こ
うした因子の一つとして,高速水流中に置かれ
た物体まわりに発生するキャビテーション流れ
の挙動が挙げられるが,その流れの詳細なメカ
ニズムについてはまだ十分な知見が得られてい
ない。
一方,高速液流中に置かれた物体は振動を伴
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うのが普通であり,振動する物体まわりのキャ
ビテーション流れの様相とその特性に関する基
礎的資料を得ることは重要事項である。
そこで本研では非常に高速で水中を泳げるイ
ルカに注目した。イルカの瞬間最大速度は14
m/sと言われている。これは,イルカの体型が
水の抵抗が小さい流線型になっている事が先ず
挙げられるが,それだけでは水中をこれ程速 く
泳ぐことはできない。その流れのメカニズムと
して,イルカが泳ぐ時皮膚の下の柔らかい組織
がたわむようになり,皮膚の表面に細いしわや,
凸凹が無数に形成される。これが体の周りにで
きる有害な渦を消し去り,結果的に体表面近傍
に層流が形成されるようになる。ち
本研究では第一段階として,高速水流中に置
かれたキャビテーションを伴う自由振動する円
柱まわりの流れについて,瞬間現象高速デジタ
ル解析システムを用いて,流れ模様を観察且つ
デジタル処理し,解析をする。
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